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長
浜
市
政

未
来
へつ
な
が
る
、
長
浜
市
の
こ
の
　
　
年
。

ほ
っ
と

１

ほ
っ
と

１

ほ
っ
と

１

ニ
ュ
ー
ス

「
素
心
」

　
令
和
７（
２
０
２
５
）年
度
を
振

り
返
る
と
、最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

坂
口
志
文
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
長
浜

市
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
た
こ
と
で

す
。
先
生
の
偉
業
は
、
長
浜
市
民

や
出
身
者
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り

と
な
り
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
さ
ら
に
深
め
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

撮影地 /八幡東町

「素心」―初心を忘れない、飾らない心。―
　この言葉は、ノーベル生理学・医学賞を受賞された
坂口志文先生が、昨年11月７日に初めて故郷・長浜
に凱旋された際、色紙に記してくださったものです。

この１年は変化
の年。

　未来への土台
を築く年。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
❶

戦
国
を
攻
略
せ
よ
！

「
北
近
江
豊
臣
博
覧
会
」開
催

<

目
標
35
万
人
集
客
！>

　
１
月
か
ら
放
映
が
始
ま
っ
た

大
河
ド
ラ
マ「
豊
臣
兄
弟
！
」を

契
機
に
、
豊
臣
秀
吉
公
や
秀
長

公
に
ま
つ
わ
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
イ

ベ
ン
ト
が
市
内
３
か
所
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
の

ど
真
ん
中
を
描
く
ド
ラ
マ
を

ト
ピ
ッ
ク
❷

豪
華
寝
台
列
車「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ

ク
ス
プ
レ
ス
瑞み

ず

風か
ぜ

」木
ノ
本
駅
停
車

　

JR

西
日
本
が
運
行
す
る
豪
華
寝
台
列
車

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
」は
、

「
美
し
い
日
本
を
ホ
テ
ル
が
走
る
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
お
り
、
こ
の
春
か
ら
木
ノ

本
駅
に
停
車
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
乗
客
の
皆
さ
ま
が
木
之
本
・

高
月
地
域
を
周
遊
し
な
が
ら
観
光
を
楽
し

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
特
別
な
寝
台

列
車
が
立
ち
寄
る
場
所
と
し
て
選
ば
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
地
に
息
づ
く
歴
史

と
文
化
、
そ
し
て「
ホ
ン
モ
ノ
」の
魅
力
が

認
め
ら
れ
た
証
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
だ
け
で
、
な
ん
だ
か
ワ

き
っ
か
け
に
、「
戦
国
の
聖
地
」

で
あ
る
長
浜
は
全
国
か
ら
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を

全
国
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会

で
あ
る
と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と

の
魅
力
を
私
た
ち
自
身

が
あ
ら
た
め
て
再
認
識

で
き
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。

ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
市
内
で
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト

は
、
北
国
街
道
木
之
本
宿
、
渡
岸
寺

観
音
堂(

向
源
寺)

、
高
月
観
音
の
里
歴

史
民
俗
資
料
館
、
赤
後
寺(

日
吉
神
社)

で
す
。

　
「
市
政
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、

長
浜
市
の
１
年
間
の
主
な
話
題

や
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
影

響
を
与
え
る
市
の
取
組
み
を
中
心

に
、
１
年
間
の
出
来
事
を
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
形
式
で
お
届
け
す
る

　
「
今
年
度
に
人
口
減
少

社
会
を
前
提
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
こ
の
計
画
は

市
の
最
上
位
に
位
置
す

る
「
総
合
計
画
」
で
、

12
年
間
（
２
０
２
７
年

-

２
０
３
９
年
）
と
い
う

中
期
的
な
ス
パ
ン
で
長

浜
の
未
来
を
描
い
て
い

く
も
の
で
す
。
12
年
と

い
え
ば
、
小
学
校
入
学

か
ら
中
学
、
高
校
卒
業

ま
で
の
期
間
と
同
じ
。

そ
の
よ
う
な
時
間
の
流

れ
の
中
で
、
私
た
ち
が

ど
ん
な
ま
ち
を
目
指
す

べ
き
か
を
議
論
し
、
ま

ち
の
方
向
性
を
決
定
す

る
重
要
な
年
と
な
り
ま

す
。

左：国宝/十一面観音立像（渡岸寺観音堂(向源寺)）
右：重要文化財/千手観音立像（赤後寺(日吉神社)）

長
浜
市
総
合
計
画 

策
定 

長浜市の をデザインする。

撮影地/川道町

トピック❸
「
市
政
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
」
で
す
。
こ

の
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に

市
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
な
り
、
よ
り
多
く

の
方
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

/// 発行 ///
未来創造部秘書広報課
0749-62-4111(代)



１１１

物
価
高
対
策 

未
来
を 

描 

く

今年度の長
浜
市
独
自
の

重
点
施
策

撮影地/高月町井口

　
地
域
の
命
を
支
え
る

　「
市
立
二
病
院
再
建
・
再
編
」

議
論
加
速
化 

　
今
年
度
の
早
い
時
期
に
、
病
院
の

規
模
や
機
能
、
長
浜
赤
十
字
病
院
と

の
役
割
分
担
、
市
の
財
政
負
担
の
見

通
し
、
職
員
の
働
く
環
境
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
、
比
較
で
き
る
形
で

複
数
の
選
択
肢
を
示
し
ま
す
。
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
隠
さ
ず
オ
ー
プ

ン
に
し
て
、
最
適
な
道
筋
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
対
話
か
ら
形
に
し
ま
す
。

湖
北
病
院
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
い

う
現
状
を
ふ
ま
え
、
将
来
世
代
に
重

す
ぎ
る
負
担
を
残
さ
な

い
形
で
速
や
か
な
整
備

を
目
指
し
ま
す
。

　「
な
が
は
ま
割
」
第
２
弾
！

﹇
予
算
﹈
５
億
円
（
第
１
弾
の
約
２
倍
）

﹇
期
間
﹈
６
月
１
日
〜
８
月
23
日
の
間
で

　
　
　

 
６
ク
ー
ル
で
実
施

﹇
内
容
﹈
最
大
40
％
割
引

　
　
　
＊
１
ク
ー
ル
あ
た
り
２
，０
０
０
円
上
限

２２２　
上
下
水
道
使
用
料
基
本
料
金
の
減
免

﹇
期
間
﹈
９
月
か
ら
12
月
検
針
分
（
４
か
月
分
）

﹇
対
象
﹈
一
般
家
庭
、
事
業
者
な
ど
す
べ
て
の

　
　
　
　

使
用
者

﹇
減
免
額
﹈
一
般
的
な
家
庭
で
上
下
水
道
あ
わ

　
　
　
　
　

せ
て
約
１
０
，０
０
０
円
程
度

３３３　
大
学
生
等
生
活
応
援
給
付
金

﹇
予
算
﹈
約
９
，１
３
９
万
円

﹇
対
象
﹈
約
４
，５
０
０
人

﹇
内
容
﹈ 

対
象
者
１
人
あ
た
り
２
０
，０
０
０
円

　
　

※

高
校
生
以
下
の
こ
ど
も
若
者
に
は
国
の

　
　
　
制
度
で
「
子
育
て
応
援
手
当
」
を
実
施

　
若
者
世
代
が
地
域
で
働
き
、
輝
き
続
け
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
学

生
時
代
の
奨
学
金
返
還
の
支
援
や
、
若
者
の

就
農
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
内
で

の
活
躍
を
後
押
し
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た

な
産
業
用
地
の
整
備
に
よ
り
企
業
の
立
地
を

促
進
し
、
地
域
で
の
働
く
場
所
を
確
保
し
な

が
ら
人
材
集
積
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国

人
留
学
生
と
地
元
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進

め
る
こ
と
で
、
深
刻
な
人
材
不
足
問
題
に
対

応
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、
社

会
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
人
と
企
業
が
集
ま

る
活
力
の
あ
る
地
域
を
形
成
し
、
長
浜
市
の

未
来
を
描
き
ま
す
。

 

主
な
事
業　
新
規
産
業
用
地
開
発
促
進
事

業/

外
国
人
高
度
人
材
確
保
支
援
事
業/

中
小

企
業
者
人
材
確
保
支
援
事
業/

若
者
就
農
支
援

事
業/

第
３
期
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定/

第

２
期
湖
の
辺
の
ま
ち
長
浜
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
策

定/

第
４
期
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

今年度の重点課題

暮
ら
し
へ
の
影
響
。

私
た
ち
の

点
的
な
取
組
み

　
そ
ん
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
だ
け
る
人
を
一
人
で
も
増
や
し
た
い
。

 「
未
来
を 

描 

く
」「
未
来
を 

育 

て
る
」「
未
来
を 

守 

る
」

　
と
い
う
３
つ
の
大
切
な
視
点
で
、
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
、

 

こ
ど
も
を
育
て
た
い
。」



抑制の例

拡大の例

1,285 人

974 人

20 年間で
311人

約25％削減市
職
員
数

683,766 ㎡

649,475 ㎡

565,044 ㎡

公
共
施
設
の
延
床
面
積

で
約3．4万㎡
削減

次の10年間
　でさらに
約8．4万㎡
削減目標

H17 R7

R7R6R5R4R3

H25 R5 R15

長浜市ふるさと寄附　 返礼品ランキング   2025 年

3.48
3.58

4.11

5.90

8.00
（予測値）

■ふるさと寄附額の推移
単位：億円

４年間で
約4.5億円拡大

この風景を未来へ守る。 
いつもの風景が、
かけがいのない宝物。 

１１１ ２２２ ３３３

主
な
事
業　

N
A
G
A
H
A
M
A

恋
結

び
フ
ェ
ス/

長
浜
市
な

か
な
か
、
い
い
暮
ら
し

応
援
補
助
金/

こ
ど
も

の
１
０
０
か
月
育
ち
サ

ポ
ー
ト
事
業/

長
浜
学

び
の
多
様
化
学
校
事
業

/

こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
促
進
事
業

主
な
事
業　
消
防
庁
舎
移
転
統
合
整
備

事
業/(

仮
称)
神
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業/

第
２
期D

X

実
証
実

験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業/

公
有
財
産
の
利

活
用
推
進/

地
域
脱
炭
素
推
進
事
業

未
来
を
守
る

　
人
口
減
少
に
負
け
な
い
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
基
盤
を
築
い
て
い
き
ま

す
。
便
利
で
暮
ら
し
や
す
く
、
さ
ら
に

災
害
に
も
強
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
積
極
的
な
投

資
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
進
化
す
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
か
し
、
市
民
生
活
を

よ
り
便
利
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特

有
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
組
み

を
進
め
ま
す
。
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、

公
共
施
設
の
規
模
を
適
正
化
し
、
維
持

管
理
費
用
の
抑
制
を
目
指
す
一
方
で
、

市
外
の
皆
さ
ま
に
長
浜
を
応
援
し
て
い

未
来
を
育
て
る

　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
の
場
の

創
出
に
は
じ
ま
り
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
の
支
援
、
生
後
１
０
０
か
月
ま
で

の
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
、
さ
ら

に
こ
ど
も
た
ち
が
多
様
な
学
び
に
触

れ
ら
れ
る
教
育
環
境
の
提
供
ま
で
、

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
一
体
的
に
実
施

し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に「
こ
の
ま

ち
で
暮
ら
し
、
こ
ど
も
を
育
て
た

い
。」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
提

供
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
整
え
、
長
浜
市
の
未
来
を

育
て
ま
す
。

た
だ
け
る「
ふ
る
さ
と
寄
附
」の
拡
大

や
、
未
利
用
の
行
政
財
産
の
売
却
を
通

じ
、
新
た
な
財
源
を
確
保
し
ま
す
。「
抑

制
」と「
拡
大
」の
バ
ラ
ン
ス
を
適
切
に

取
り
な
が
ら
、
こ
ど
も
若
者
支
援
、
産

業
振
興
、
地
域
医
療
充
実
な
ど
、
次
世

代
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る
分
野
に
予
算

を
重
点
配
分
で
き
る
よ
う
、
メ
リ
ハ
リ

の
き
い
た
財
政
運
営
に
努
め
、
長
浜
市

の
未
来
を
守
り
ま
す
。

長浜市の春夏
秋冬

クローズアップ

夏冬

春

秋

西浅井町八田部 西浅井町横波

徳山町 高月町柏原

ステーキ宮特製ハンバーグ
コロワイドMD長浜工場
（国友町）

長濱蒸溜所シングルモルト
長濱浪漫ビール
（朝日町）

エアウィーヴスマート 01
エアウィーヴ滋賀工場
（川道町）

10 年間



❷ 

義
務
的
経
費

　

 

の
見
通
し ❶ 

人
口
の
見
通
し❸ 

基
金
残
高

　

 

の
見
通
し

140
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400

300
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0

R6 R7 R8 R9 R10

R6R5 R7 R8 R9 R10

単位：億円

単位：億円

単位：人

財政計画基金残高

扶助費人件費

375 360 319 296 275 258

340 319
304 283 263 249

111

121117 121 118

114
124 124

128 131

 で見る長浜市の現在地

＊2020年は国勢調査、2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値
■年少人口（0-14歳）■生産年齢人口（15-64歳）■老年人口（65歳以上）

詳
し
く
は「
広
報
な
が
は
ま
」

２
０
２
５
年
11
月
号
の
特
集

「
令
和
６
年
度
決
算・
財
政
状
況
」

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

撮影地 /高月町雨森

　
市
長
に
就
任
し
て
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
と
出
会
い
、
対
話
を
重
ね
る
中
で
、
あ
ら

た
め
て
強
く
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
ま

ち
を
愛
し
、
こ
の
ま
ち
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
願
う
「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
」
を
持
つ
人
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
長
浜
市
の
最
大
の
強
み
で
あ
り
、
他
に
は
な
い
誇
る

べ
き
魅
力
で
す
。

　
日
本
は
今
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
社

会
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、自
治
体
経
営
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
を
持
つ
人
が
多
く
い
る
ま
ち
は
強
い
。

私
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
が
結
集
す
れ
ば
、
こ
の
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
へ
と
変
え
、「
も
っ
と
輝
く
長
浜
」
を
実
現
で

き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
12
年
後
の
ま
ち
の
未
来
図
を
描
く
「
長
浜
市

総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の
背
骨(

中
心)

に

据
え
る
の
が
「
開
か
れ
た
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
と
い
う
考

え
方
で
す
。
市
民
の
力
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
市
外
で
活
躍

す
る
長
浜
ゆ
か
り
の
方
々
や
全
国
の
企
業
と
も
積
極
的
に
つ

な
が
り
、
知
恵
や
力
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
そ
し
て
地
域
の

資
源
や
個
性
を
、
み
ん
な
で
磨
き
、
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
。

そ
の
よ
う
な
未
来
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
１
年
は
、
長
浜
の
未
来
を
形
づ
く
る
大
切
な
１
年
で

す
。
総
合
計
画
の
策
定
に
加
え
、
市
立
二
病
院
の
再
建
、
地

域
医
療
体
制
の
再
編
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
取
組
み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
、
本
市
の
強

み
で
あ
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
文

化
を
生
か
し
、「
も
っ
と
輝
く
長
浜
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
長
浜
を
築
く
た
め
に
、「
開
か
れ
た

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
の
も
と
「
つ
な
が
り
が
、
ま
ち
の
力

に
な
る
」
と
い
う
理
念
を
胸
に
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
挑
戦
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

 

長
浜
市
の
物
語
は
、 

 

あ
な
た
と
未
来
へ
続
く
。 

 

12
年
後
の
「
も
っ
と
輝
く
長
浜
」
を
目
指
し
て
。 
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の大幅減

長浜市長

浅見宣義


